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      論 文 の 要 旨（2,000字程度） 
本論文は、中学校の国語教科書が形成・伝達する戦争の記憶の有り様について、集合的記憶の形成
という視点から下記の４つの研究課題を設定し、論じている。 
まず水平的視点から、特定の時点を設定し、日本における戦争の記憶の特徴を抽出する（研究課題
１）とともに、比較対象としてトルコを取り上げ、その特徴を抽出することで、両者の相違を明らか
にする（研究課題２）。また垂直的視点から、第２次世界大戦後以降日本で使用された国語教科書を
時系列的に調査して国語教科書における戦争の記憶の変遷を明らかにする（研究課題３）。中でも、
世界で唯一の戦争による被爆国である日本にとって戦争の記憶の中心的テーマである原爆に焦点を
あて、原爆の記憶の特徴を明らかにする（研究課題４）。これらの４課題を検討するにあたり、研究
方法は文献研究で、1949 年から 2017 年に至るまで、教科書検定制度を経て日本の中学校で使用さ
れた国語教科書を対象に、掲載された戦争関連作品について分析を行っている。分析対象出版社は三
省堂、学校図書、東京書籍、光村図書出版、教育出版の５社、調査対象教科書数は 417冊である。ト
ルコに関しては 2013年度に中学校で使用された国語教科書８冊が分析されている。さらに、日本の
1947 年以降の中学校学習指導要領 15 回分及びトルコの中学校学習プログラム・ガイダンス７回分
も分析対象としている。 
本論文は７章から構成される。第１章では、研究の背景、研究の目的、研究対象と研究方法、先行
研究、本論文の意義、論文の構成が述べられ、第２章では、日本及び海外における戦争文学の定義の
相違が検討されている。 
第３章では、2013年度に日本の中学校で使用された国語教科書 15冊と資料編３冊の計 18冊に掲
載された戦争関連の作品が分析され、反戦的で平和指向的な記憶が形成されていることや第２次世
界大戦を中心とする戦争の記憶が形成されていることを指摘している。 
第４章では、2013 年度にトルコの中学校で使用された国語教科書８冊を分析し、掲載作品が対象
とする主たる戦争は祖国解放戦争であり、戦争の記憶は戦争の規模や犠牲者数ではなく、祖国解放戦
争とそれによって得られた国の独立が重視されていると論じている。学習プログラム・ガイダンスで
は戦争関連の言及が直接行われていないものの、トルコでは、中学校の国語教科書８冊全てに戦争関
連の作品が取り上げられ、トルコの初代大統領であるアタチュルクによる国民の定義において、様々
な要素から成り立つトルコ国民の統一性の意識が伝達・形成されようとしていると述べている。 
第５章は、日本の中学校学習指導要領に記載された戦争や平和関連の記述が時代により変遷して
きたことを論じた上で、1949 年から 2017 年現在に至るまで日本の中学校で使用された国語教科書
を調査している。その結果、第２次世界大戦後から現在に至るまでの国語教科書に掲載された戦争・
平和をテーマにした作品に共通する点は、全体的に被害者の側面から語られることであり、加害者側
の視点から見た作品の掲載には消極的であることを指摘している。また、学習指導要領の実施時期に
即して８つの時期に区分して国語教科書を分析すると、原爆に関する資料整理の進展とともに、原
爆・被爆者を描く作品が第４期（1972～1980年）から登場し被爆者意識が形成され始め、この傾向
は第８期（2012～2017年）まで続いていることや、20世紀終わりの第６期（1993～2001年）には
じめて「加害者意識」に触れる作品が教科書に導入されたものの、作品の種類や掲載回数は少ないこ
とを指摘している。 
第６章では、原爆文学史を概観した上で、国語教科書に掲載された原爆や核に関する作品の調査を
行い、原爆の記憶をめぐっては、そのリアリティを保持することに重点が置かれていると述べている。 
第７章では以上の研究結果を総括的に検討し、本論文の結論を論じている。まず日本では国語教科
書に掲載された戦争に関するすべての作品が反戦的な性格であると主張している。これは、戦後、憲
法において保障された戦争放棄の理念を教育現場に導入すべく文部科学省が、教科書検定制度等の
基準に基づいて作成された国語教科書を通して戦争の記憶を形成しようとしている結果と論じてい
る。 
そもそも戦争の記憶を形成する目的は状況にあわせて変化する性格を持ち、例えば日本の戦時中
の教科書が軍国主義的な要素を含む理由は、その当時の情勢に応じたからだともいえ、戦争に関する
集合的記憶の有り様は、時代の要請に対応する形で国の政策決定者によって形成され、その限界が決
定されると述べている。 
日本の場合、第２次世界大戦後憲法上保障された戦争の防止と平和の維持に関する理念は「平和国
日本」というイメージ形成の出発点であり、国語教科書は、このイメージを形成する役割を十二分に
果たしてきたと述べた上で、日本が過去に行った負の行為が取り除かれ、現況の「平和国日本」とい
うイメージと矛盾するような要素が避けられた戦争の記憶が形成されていると論じている。 
 
      審 査 の 要 旨（2,000字以上） 
【批評】 
 中学校の国語教科書に掲載された戦争関連の作品を対象に、戦争記憶の内容とその変遷を検討し
たのが本論文である。理論的基盤としては集合的記憶論に依拠しつつ、戦争の記憶がどのように形
成・伝達されてきたのかを、日本の国語教科書をフィールドに論じている。集合的記憶としての戦争
の記憶の構築をめぐる研究は、多くの先行研究があり、学校教育を通じた戦争の記憶の構築にかかる
検討も、多くの国で検証されている。ただし、そうした先行研究の多くは歴史科を含む社会科を対象
にした研究であり、国語教科書が対象となった研究は少ない。しかしながら、戦争を対象にした文学、
すなわち戦争文学というジャンルが成立していることからも、戦争文学が集合的記憶の構築に果た
す役割が大きいことは改めて指摘するまでもない。そこで、日本とトルコの中学校国語教科書が有す
る集合的記憶としての戦争の記憶を伝達・形成する機能を実証した点に本論文の意義がある。 
 まず、第２章では、戦争文学の定義を検討し、戦争文学が戦争関連の文学作品を包括する概念と思
われがちだが、第２次世界大戦後まもなくの日本では、反戦的内容を持つ作品のみが対象とされ議論
されていたことが指摘されている。その後、戦争文学と称される分野は拡大し、戦争文学も一般名詞
として定着していくことが明らかにされている。にもかかわらず、日本の中学校国語教科書では、現
在に至るまで、一貫して反戦的内容の作品のみが掲載され続けていることを指摘している。なお、戦
争文学を題材に、戦争の記憶を論じる本論文の冒頭において、戦争文学の定義が論じられており、検
討対象や範囲も含めて極めて妥当な内容となっている。 
 次に国語教科書における戦争の記憶の構築機能を検証するにあたり、第１に、水平的視点を設定し、
日本とは異なる歴史や文化を持つトルコを対象に両者を比較し、それぞれの特徴を抽出した点に本
論文の独自性が見られる。具体的には、2013 年という特定の時点において、戦争関連作品をめぐっ
て日本とトルコの国語教科書を分析した結果、日本では、日本にとっての直近の戦争である第２次世
界大戦をめぐる作品が中心になっていることが明らかにされている。犠牲者数も多かったことから、
日本では第２次世界大戦への反省も含めて、同戦争を取り上げることが当然視されているが、トルコ
を見ると様相は一変する。第４章に記述されているように、トルコにとって、最も犠牲者が多かった
戦争はオスマン・トルコとして参戦し敗戦した第１次世界大戦である。しかし、トルコの国語教科書
に掲載された戦争関連作品の対象は、第１次世界大戦ではなく、祖国解放戦争であり、その戦争の指
導者にして初代大統領となったアタチュルクに関わる作品が中心となっていると指摘している。祖
国解放戦争により独立を果たした現在のトルコにとって、祖国解放戦争の記憶はナショナリズムを
鼓舞するものであり、この点に日本とトルコの違いがあると論じている。もっともトルコも戦争を無
批判に称揚してはいない。アタチュルクの平和志向の考えにも言及する点は、中学校という教育段階
を意識した作品の選択になっており、日本とトルコの共通点と本論文は指摘している。これらの指摘
は両国の歴史的経緯を踏まえ、極めて妥当な内容と評価することができる。 
 本論文の第２の独自性として、日本における戦争の記憶の構築を実証するにあたり、垂直的視点を
設定し、第２次世界大戦後の国語教科書 417 冊を時系列で網羅的に分析し、その変遷を論じている
点を挙げることができる。第２次世界大戦後、日本は、憲法、教育基本法、学習指導要領等を通じて、
徹底した反戦志向の戦争記憶の構築が求めてきたと本論文は主張する。ただし、時期によって、教科
書に掲載された戦争関連作品には違いも見られる。例えば、戦後初期に登場した戦争文学作品はアル
フォンス・ドーデの「最後の授業」やアンネ・フランクの「アンネの日記」などのように、日本が直
接関与しなかった戦争が対象になっていることを指摘するとともに、日本が直接関与した太平洋戦
争については、まず被害者としての国民が主人公となる作品が登場し、加害者としての日本人が登場
するのは終戦後半世紀を過ぎた時点以降であることなどが明らかにされている。本論文が 70年とい
う長い期間を対象に実証的に検討した成果であり、教科書研究分野における本論文の貢献は大きい
と言えるだろう。 
 第３の独自性として、世界で唯一の戦争による被曝体験国として、日本における原爆文学の特徴と
国語教科書における原爆記憶の特徴を明らかにし、戦争の記憶における原爆の記憶の位置付けを明
らかにした点を挙げることができる。原爆文学研究において本論文が新しいアプローチにより一定
の貢献をしたと考えられる。 
 日本とトルコの国語教科書を比較している点に独自性が見られるが、日本の国語教科書を長期間
にわたって検討した結果、日本では戦争の記憶をめぐって変遷が見られたことを本論文が明らかに
したように、トルコの国語教科書は祖国解放戦争を称揚しつつ、アタチュルクの中に見られる平和志
向の部分を合わせて強調する構図が、独立以後不変なのか、あるいは時代による変容があるのか。こ
の点は時系列でトルコの国語教科書を検討・分析する必要があり、本論文の今後の課題として期待し
たい。 
 以上を総括すると、本論文は、集合的記憶論を理論的背景に、日本の中学校国語教科書が戦争の記
憶形成に果たした役割とその変容を明らかにしており、学位論文として十分な内容を備えていると
判断される。 
 
【最終試験結果】 
 平成 29年 10月 31日、図書館情報メディア研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出
席のもと、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。引き続き、
「図書館情報メディア研究科博士後期課程（課程博士）の学位論文審査に関する内規」第 23項第３
号に基づく最終試験を行い、審議の結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
 
【結論】 
 よって、本学位論文の著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
 
 
